
（別記様式第１２号）（第３の８関係）
（南信州地域）

事業名 九十九谷森林公園の景観整備とくりん草園復活事業

事業主体 喬木村

（連絡先）

事業区分 （5）環境保全、景観形成に関する事業

事業タイプ ソフト・ハード

総事業費 　1,230,900円（うち支援金：861,000円）

事　業　内　容

事 業 内
容

事　業　効　果

今後の取り組み

　

令和２年度　地域発 元気づくり支援金事業総括書

※自己評価【 Ｂ 】

【理由】

地域の環境保全と協働を推進

することができた。

【目標・ねらい】

①林道下くりん草生育地の土砂

撤去

②東屋周辺の土砂撤去

③河川、遊歩道の土砂撤去

④アジサイ苗木の植栽

①土砂崩落により通行止めとなっていた林道と併せて、くり

ん草生育地の土砂撤去を行った。

②土砂崩落により壁まで埋もれた土砂が撤去され、東屋周辺

は以前に近い景観へと復活させることができた。

③林道と併せてくりん草生育地の土砂が撤去され、車両通行

止めが解消された。また、埋もれた遊歩道の土砂撤去により

園内の散策の安全確保に繋がった。

④ボランティアを募り、アジサイ苗木の植栽作業を行ったが、

初めて訪れた方にくりん草園を知ってもらういい機会にも繋

がった。

令和2年7月の豪雨災害により、九十九谷森林公園内において

土砂崩落が発生したため、くりん草園周辺の土砂撤去を行っ

た。

園内林道下の生育地と東屋周辺、一部河川沿いの復旧した区

域において来年度はくりん草愛好会主催によるくりん草まつ

りが開催できるよう支援した。

くりん草園内の整地が完了できなかったため、次年度以降も引き続き整地作業を行い、複数年計

画により九十九谷森林公園の景観整備を進めていきたい。

新型コロナウイルスの感染状況にもよるが、地元中学生のボランティアクラブ等にも声をかけ、

若い世代の作業参加にも繋げていきたい。

（活動写真）

【くりん草生育地整地後の様


